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平成18年１月20日発行

第15号

①委員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の

　推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。

②会の任務：(1)原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視

　　　　　　(2)事業者等への提言

　　　　　　(3)会での議論、活動等の住民への情報提供

　　　　　　(4)委員の研修

　　　　　　(5)その他会の目的を達成するために必要と認められる事項

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席

④会議の種類：定例会(毎月１回)

　　　　　　　臨時会(必要に応じ開催）

　　　　　　　※会は、原則すべて公開。

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業

者や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況

を確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年５月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。

１

原子力総合防災訓練視察原子力総合防災訓練視察
平成17年11月9・10日実施平成17年11月9・10日実施

▼市民プラザ

▲訓練後の記者会見

▲大型ヘリコプターによる避難訓練（荒浜運動場　野球場）

▲柏崎市役所内　災害対策本部

▲柏崎刈羽原子力防災センター

▲柏崎刈羽原子力防災センター

▲避難所となった市民プラザ
　　　　　　　（スクリーニングの様子）
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第29回定例会の概要
開 催 日

場 所

出 席 者

オブザーバー

内 容

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

（
発
電
所
を
巡
る
動
向
―
―
報
告)

　【
説
明
（
新
潟
県
）
】

　

県
の
防
災
計
画
で
は
国
の
原
子
力
安
全
委

員
会
で
策
定
さ
れ
た
「
原
子
力
施
設
等
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
」
を
ベ
ー
ス
に
ヨ
ウ
素
剤

服
用
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。そ
の
中
で
は
、

①
誤
っ
た
服
用
に
よ
る
副
作
用
を
避
け
る
、

②
ヨ
ウ
素
剤
を
的
確
に
管
理
す
る
、
③
確
実

か
つ
可
及
的
速
や
か
に
服
用
す
る
た
め
に
、

周
辺
住
民
等
が
退
避
し
集
合
し
た
場
所
等
に

お
い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
予
防
的
に
服
用

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と　

か
ら
各
戸
配
布

を
し
て
い
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
質
疑
・
応
答
】

Ｑ　

服
用
対
象
者
が
40
歳
未
満
の
理
由
は
。

Ａ　

40
歳
以
上
で
は
放
射
線
被
ば
く
で
の
甲

状
腺
ガ
ン
の
発
生
確
率
が
増
加
し
な
い
た
め
。

Ｑ　

各
戸
配
布
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と

い
う
が
、承
知
し
て
い
る
か
。

Ａ　

他
の
道
府
県
・
市
町
村
で
は
例
が
な
い
。

本
県
の
旧
小
国
町
で
は
、
平
成
９
年
か
ら
希

望
者
に
対
し
て
購
入
の
補
助
を
し
て
い
た
。

Ｑ　

ヨ
ウ
素
剤
の
副
作
用
と
的
確
な
管
理
と

は
。

Ａ　

副
作
用
と
し
て
は
一
般
的
に
は
、
ほ
て

り
感
、
発
疹
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
胸
や
け
、
吐
き

気
、下
痢
な
ど
。服
用
禁
止
の
方
の
場
合
、シ
ョ
ッ

ク
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
医
薬
品
と

同
様
に
遮
光
の
上
、
保
管
、
使
用
期
限
切
れ
前

の
更
新
な
ど
。

Ｑ　

服
用
の
可
否
を
判
断
す
る
医
師
は
避
難

所
等
に
来
ら
れ
る
の
か
。
速
や
か
に
服
用
と

は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
想
定
し
て
い
る
か
。

Ａ　

避
難
所
に
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
放
射

性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
有
無
の
診
断
）
で
問

診
を
行
う
医
師
が
配
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
放

射
性
ヨ
ウ
素
を
体
内
に
吸
入
す
る
前
の
服
用

で
は
ほ
ぼ
完
全
に
、
吸
入
後
８
時
間
程
度
ま

で
な
ら
40
％
近
く
取
り
込
み
を
軽
減
で
き
る

が
、
24
時
間
を
経
過
し
て
し
ま
う
と
ほ
と
ん

ど
効
果
は
な
く
な
る
。

Ｑ　

昆
布
等
の
海
藻
類
を
摂
っ
て
い
る
と
ヨ

ウ
素
剤
を
服
用
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

Ａ　

海
藻
類
な
ど
食
品
か
ら
の
摂
取
に
つ
い

て
は
、
①
必
要
量
を
摂
取
す
る
の
に
大
量
に

食
べ
る
必
要
が
あ
り
、
消
化
・
吸
収
に
時
間

が
か
か
る
上
、
吸
収
が
不
均
一
、
②
昆
布
の

種
類
・
産
地
に
よ
り
含
ま
れ
る
ヨ
ウ
素
量
が

一
定
で
な
く
必
要
量
を
推
測
す
る
こ
と
が
困

難
、
③
集
団
的
か
つ
迅
速
に
昆
布
な
ど
か
ら

ヨ
ウ
素
を
摂
取
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難

で
あ
る　

こ
と　

か
ら
適
切
で
は
な
い
。

Ｑ　

ヨ
ウ
素
剤
は
薬
局
で
買
え
な
い
の
か
。

Ａ　

１
錠
５
円
く
ら
い
で
購
入
可
能
。

Ｑ　

今
度
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
で
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
訓
練
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

今
回
の
訓
練
で
は
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
る
前
に
避
難
が
完
了
し
て
い
る
と
い
う

想
定
な
の
で
配
布
訓
練
は
行
わ
な
い
。

意
見　

各
戸
配
布
で
き
る
・
で
き
な
い
と
か
、

不
安
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
不
安
を
解
消
す
る

よ
う
な
歩
み
よ
り
が
で
き
な
い
か
。
も
う
少

し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
は
ど
う
か
。

意
見　

前
の
職
場
で
は
労
働
組
合
が
独
自
に

ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
し
た
が
、
適
切
な
管
理
が

家
庭
で
で
き
て
い
る
の
か
、
適
切
に
服
用
で

き
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
保
安
院
か

ら
説
明
が
あ
り
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

広
報
車
輌
を
使
っ
た
訓
練
は
あ
る
か
。

Ａ　

そ
れ
は
な
い
が
、
防
災
行
政
無
線
を
フ

ル
に
活
用
す
る
。

Ｑ　

要
援
護
者
の
登
録
制
に
つ
い
て
市
で
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
で
き
な
い

部
分
が
あ
る
が
、
自
助
、
共
助
、
公
助
と
い
う

役
割
分
担
を
き
ち
ん
と
し
な
が
ら
対
策
を
と
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

今
回
の
訓
練
で
中
越
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
訓
練
は
あ
る
か
。

Ａ　

交
通
障
害
や
通
信
障
害
、
停
電
と
い
う

も
の
を
想
定
し
、
例
え
ば
、
交
通
障
害
が
起
き

た
こ
と
を
想
定
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

人
員
搬
送
の
訓
練
も
行
う
。

意
見　

万
一
の
時
に
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぐ
に
は

タ
イ
ム
リ
ー
な
広
報
し
か
な
い
。
マ
ス
コ
ミ

を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
な
い
で
ほ
し
い
。

意
見　

実
際
に
国
・
自
治
体
・
住
民
の
間
の
連

絡
や
指
示
を
わ
か
り
や
す
く
図
式
化
し
た
物

を
住
民
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

　

保
安
院
よ
り
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
の
実

施
、非
常
用
炉
心
冷
却
系
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
閉
塞

対
策
、定
期
安
全
管
理
審
査
評
価
結
果
に
つ
い

て
。資
源
エ
ネ
庁
よ
り
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
に
つ
い
て
。新
潟
県
よ
り
月
例
状
況
確

認
、
不
適
合
管
理
状
況
、
原
子
力
防
災
訓
練
事

前
訓
練
に
つ
い
て
。東
京
電
力
よ
り
不
適
合
事

象
公
表
案
件
、２
号
機
で
の
点
検
装
置
車
輪
脱

落
、５
号
機
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
不
具
合
、

３
号
機
点
検
停
止
の
調
査
結
果
、使
用
済
み
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
立
地
の
青
森
県
並
び
に
む

つ
市
と
の
協
定
締
結
に
つ
い
て
。

　

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平成17年11月2日（水)

シーユース雷音　（第１研修室）

19名（欠席5名）

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査

官事務所、地域担当官事務所、

東京電力㈱

●前回定例会以後の動き

●質問事項に関する回答について

　*新潟県：ヨウ素剤について

●原子力総合防災訓練について

●その他 ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て
質
疑
応
答

　

以
前
の
定
例
会
で
質
問
の
あ
っ
た
ヨ
ウ
素
剤
の
各
戸
配
布
や
服
用
に
つ
い
て
、
担
当
し
て
い
る

新
潟
県
福
祉
保
健
部
医
薬
国
保
課
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
共
に
疑
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 ◎ヨウ素剤

のどにある甲状腺という器官では成長などに必要な甲状腺ホルモン

をつくっている。このホルモンはヨウ素を含む化合物で、甲状腺はこ

のホルモンをつくるために血液中のヨウ素を取り込む性質がある。

しかし、血液中のヨウ素濃度が高くなると甲状腺への取り込みが抑

制される。原発事故で万が一放射性ヨウ素が大気中に放出された場合、

それを呼吸や飲食で体内に取り込む前に安定(放射性でない)ヨウ素

剤を服用することで、放射性ヨウ素の甲状腺への取り込みを抑制す

ることができる。

●今回の訓練は、過去に実施した訓練に比べたら濃度の濃い訓練だったと思
　うが、避難区域がごく一部に限定されていたりで、実際の時はどうなんだ
　ろうと、地域で真剣に考える必要があると感じた。

●広報のあり方、情報伝達のあり方をもっと考えるべきだ。

●私たち「地域の会」は見学者の立場でしかなかった。「地域の会」として
　発言できる立場であったらと思った。

●各関係機関の機能、連携は一定の評価はできたと思うが、時系列に内容を
　広報してくれれば良いが、「○○が起きた」とだけいきなり広報されると
　パニックになるのでは。

●JCO事故以来、原子力防災に関して国がすることとなり問題があるのでは。
　防災は地方自治体が主体となることが、一番のポイントだと思う。

●訓練の中で市民からの問い合わせ電話が殺到する場面はなかった。実際の
　時は殺到するのではないか。対応はとれるのだろうか。

●避難住民は避難放送が入ってから家を出たのではなく、決められた時間に
　集合場所へ向かった。災害弱者と言われる人たちの避難方法。退避できる
　コンクリート建屋は足りない等問題は多い。

●スクリーニングと問診は丁寧で良かったが、その分、時間がかかった。実
　際の時の避難住民の数はもっと多いと思うが、大変なことだと感じた。

●広報車での事故情報の広報と、防災無線での避難広報が同時だった。自主
　防災組織がある町内は避難住民の点呼などできることは防災組織で担当し、
　行政と連携すべきと感じた。

●市役所の災害対策本部の実際の対応を何度も見ているので、対応に関して
　は心配していない。実際の災害時の市役所の力はすごいものがある。しか
　し、原子力災害に対する共通認識の土台がないところが少し心配。

●FMピッカラは情報の元だと感じた。

視察後、参加委員で感想・意見交換

11月10日午後開催

第
30
回
定
例
会

第
30
回
定
例
会

原
子
力
防
災
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

活
発
な
意
見
交
換

　

保
安
院
よ
り
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
の
実

施
状
況
、
女
川
原
発
に
お
け
る
宮
城
県
沖
の

地
震
時
に
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・
評

価
及
び
耐
震
安
全
性
評
価
、
美
浜
原
発
３
号

機
に
対
す
る
立
ち
入
り
検
査
結
果
及
び
技
術

基
準
適
合
命
令
に
基
づ
く
確
認
結
果
に
つ
い

て
。
新
潟
県
よ
り
月
例
状
況
確
認
、
原
子
力
防

災
訓
練
の
実
施
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管

理
に
関
す
る
技
術
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
。

東
京
電
力
よ
り
１
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で

の
溢
水
、
２
号
機
の
原
子
炉
建
屋
出
入
り
用

二
重
扉
の
不
具
合
、青
森
県
む
つ
市
に
リ
サ
イ

ク
ル
燃
料
貯
蔵
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
。

　

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

前
回
定
例
会
以
後
の
動
き

（
発
電
所
を
巡
る
動
向
―
―
報
告)

第30回定例会の概要
開 催 日

場 所

出 席 者

オブザーバー

内 容

平成17年12月7日（水)

柏崎原子力広報センター

　（２Ｆ研修室）

21名（欠席3名）

新潟県、柏崎市、刈羽村、保安検査

官事務所、地域担当官事務所、

東京電力㈱

●前回定例会以後の動き

●質問事項に関する回答について

　*東京電力：手動停止回数の分析

　　　　　　（掲載省略）

●原子力総合防災訓練視察・参加

　感想・意見交換

●その他

　
Ｑ　

原
子
力
防
災
は
10
条
発
令
の
時
か
ら
が

重
要
だ
と
思
う
が
、
そ
の
時
の
対
応
は
国
で

は
な
く
地
元
の
自
治
体
が
主
と
な
り
、
情
報

の
伝
達
・
広
報
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　

10
条
発
令
と
は
「
放
射
能
の
放
出
の
可

能
性
が
あ
る
事
象
の
発
生
」
の
時
だ
が
、
法
律

で
は
自
治
体
が
突
出
し
て
行
動
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。し
か
し
、
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
、

県
や
村
と
相
談
し
な
が
ら
住
民
に
対
し
て
情

報
の
伝
達
・
広
報
を
す
る
。

Ｑ　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
住
民
避
難
等
の
準

備
を
あ
ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
の
で
は
、
訓

練
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

国
・
県
も
同
じ
と
思
う
が
、
訓
練
の
目
的

に
よ
り
準
備
に
差
が
出
た
と
思
う
。
柏
崎
市

で
は
今
回
の
訓
練
目
的
を
来
年
度
の
原
子
力

防
災
計
画
見
直
し
の
た
め
に
課
題
を
抽
出
す

る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。
従
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
見
え
て
来
た
。
ま
た
、
今
回
の
訓

練
で
は
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
に
避

難
が
完
了
し
て
い
る
設
定
で
あ
り
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
は
必
要
は
な
い
が
、
訓
練
と
い
う
こ

と
で
実
施
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ　

訓
練
の
「
評
価
」
を
す
る
人
が
い
た
よ
う

だ
が
、評
価
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

Ａ　

（
保
安
院
）
結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、

今
後
の
防
災
計
画
・
訓
練
に
反
映
さ
せ
て
行

こ
う
と
考
え
て
い
る
。

Ａ　

（
柏
崎
市
）
市
は
独
自
に
原
子
力
防
災
訓

練
の
検
証
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
団
体
）

に
評
価
を
依
頼
し
た
。
結
果
は
ま
だ
出
て
い

な
い
。

Ｑ　

避
難
住
民
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
た
が
、

避
難
所
ま
で
最
短
経
路
で
行
か
ず
高
速
道
路

を
使
っ
て
遠
回
り
し
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

Ａ　

経
路
は
県
が
設
定
す
る
。
実
際
の
避
難

の
時
は
当
然
、
道
路
状
況
等
諸
条
件
を
検
討

し
た
上
で
避
難
経
路
を
決
定
す
る
。
今
回
は

高
速
道
を
使
用
す
る
想
定
で
実
施
し
た
も
の
。

Ｑ　

記
者
会
見
会
場
が
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は

な
く
、
隣
の
地
域
振
興
局
だ
っ
た
理
由
は
な

に
か
。

Ａ　

防
災
セ
ン
タ
ー
内
に
記
者
会
見
会
場
ま

で
作
れ
な
か
っ
た
た
め
だ
が
、
距
離
的
に
離

れ
て
い
る
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
。
今
後
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

原
子
力
防
災
に
関
し
て
ぜ
ひ
内
部
関
係

者
の
勉
強
会
等
を
し
て
機
敏
な
対
応
が
出
来

る
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
。

Ａ　

市
民
の
問
合
せ
応
対
も
専
門
知
識
を
持
っ

た
職
員
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
研
修
会
等
勉

強
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

意
見　

今
回
の
訓
練
は
避
難
対
象
範
囲
が
２

㎞
の
想
定
だ
っ
た
が
、
４
㎞
や
、
そ
れ
以
上
の

場
合
も
あ
る
わ
け
だ
し
、
災
害
弱
者
に
対
す

る
対
応
も
あ
る
。
防
災
で
は
地
域
の
力
が
重

要
と
思
う
の
で
、
訓
練
へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
会
長
等
が
参
加
し
て
い
た
ら
と
感
じ
た
。

　

昨
年
11
月
９
、
10
日
に
行
わ
れ
た
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
地
域
の
会
で
視
察
し
ま
し
た
。

委
員
は
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー
（
三
和
町
）
、
市
役
所
、
発
電
所

や
避
難
先
の
市
民
プ
ラ
ザ
で
訓
練
の
様
子
を
間
近
で
見
た
り
、
実
際
に
住
民
と
し
て
避
難
訓
練

に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
、
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
訓
練
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
（
下
段
囲
み
記
事
参
照
）
。
今
定
例
会
で
は
視
察
を
踏
ま
え
、
保
安
院
、

自
治
体
と
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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発電所を巡る主な　き(10月5日～12月6日)動発電所を巡る主な　き(10月5日～12月6日)動

日時：平成18年２月１日㈬　午後6：30～
場所：柏崎市産業文化会館（大ホール）

日時：平成18年３月１日㈬　午後6：30～

場所：柏崎原子力広報センター（研修室）
※県防災担当・柏崎市長・刈羽村長及び東京電力発電所長の出席予定

今後の「地域の会」定例会の開催案内

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文
を公開しており、資料をダウンロードすることもできます。
　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上
からも受け付けています。

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。

会は公開で行われていますので、お気軽にお越しください。

出会えてよかった…

省エネしてますか？

地域の会に寄せられた

編
集
後
記

編
集
後
記

事務局：財団法人　柏崎原子力広報センター　〒945-0017　新潟県柏崎市荒浜1丁目3番32号
　　　　　　　TEL　0257-22-1896　FAX　0257-32-3228　E-mai l　i n f o@t i i k i n o ka i . j p

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。

保
安
院　

平
成
17
年
度
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
の
実
施
日
程
を
発
表

定
期
検
査
中
の
５
号
機
に
お
け
る
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
の
表
示
ラ

ン
プ
の
電
気
回
路
の
点
検
に
つ
い
て
公
表

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

・
１
〜
７
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

・
不
適
合
管
理
状
況
の
概
要（
８
、９
月
分
）に
つ
い
て

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
２
号
機
に
お
け
る
シ
ュ
ラ

ウ
ド
点
検
装
置
の
車
軸
の
脱
落
及
び
回
収
に
つ
い
て
公
表

１
号
機
原
子
炉
建
屋
で
の
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
の
発
電
開
始
に
つ

い
て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
点
検
停
止
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
公
表

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
原
子
炉
起
動
操
作
実
績
に
つ
い

て
公
表

平
成
17
年
度
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
事
前
訓
練
の
実
施

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
３
号
機
の
発
電
開
始
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
に
お
け
る
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
系
の
不
具
合
に
つ
い
て
公
表

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
５
号
機
に
お
け
る
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
系
の
不
具
合
の
復
旧
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

非
常
用
炉
心
冷
却
系
統
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
及
び
格
納
容
器
再

循
環
サ
ン
プ
ス
ク
リ
ー
ン
閉
塞
事
象
に
関
す
る
対
応
の
指
示

保
安
院　

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
定
期
安
全
管
理
審
査
の
評
価
結

果
の
通
知

保
安
院　

原
子
力
安
全
委
員
会
に
原
子
力
施
設
に
係
る
放
射
線
管
理

等
報
告
書
の
訂
正
を
報
告

平
成
17
年
度
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
の
実
施

県
、柏
崎
市
、刈
羽
村　

安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認

・
１
〜
７
号
機
運
転
保
守
状
況
等
の
確
認

・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
状
況（
平
成
17
年
度
２
四
半
期
）

・
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
管
理
状
況（
平
成
17
年
度
２
四
半
期
）

・
使
用
済
燃
料
保
管
状
況（
平
成
17
年
度
２
四
半
期
）

・
不
適
合
管
理
状
況
の
概
要（
９
、10
月
分
）に
つ
い
て

保
安
院　

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
対
す
る
保
安
検
査
結
果
等
（
平
成

17
年
度
２
四
半
期
）の
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
の
報
告

保
安
院　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安
全
・
保
安
部
会

検
査
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会

使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
を
目
的
と
し
た
新
会
社
「
リ
サ
イ
ク
ル
燃

料
貯
蔵
株
式
会
社
」の
設
立
に
つ
い
て
公
表

定
期
検
査
中
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
機
に
お
け
る
人
身
災

害
の
発
生
に
つ
い
て
公
表

保
安
院　

東
京
電
力
㈱
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
１
号
炉
の
原
子
炉

設
置
許
可
処
分
取
り
消
し
訴
訟
に
東
京
高
等
裁
判
所
で
国
側
勝
訴
の

判
決
。

県　

新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委
員
会（
第

四
回
臨
時
会
）を
開
催

保
安
院　

女
川
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
宮
城
県
沖
の
地
震
時
に
取

得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
・
評
価
及
び
耐
震
安
全
性
評
価
に
つ
い
て
、

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安
全
・
保
安
部
会
耐
震
・
構
造

設
計
小
委
員
会
を
開
催

保
安
院　

美
浜
原
子
力
発
電
所
３
号
機
に
対
す
る
立
ち
入
り
検
査
の

実
施

定
期
検
査
中
１
号
機
に
お
け
る
タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
で
の
溢
水
に
つ
い

て
公
表

定
期
検
査
中
２
号
機
に
お
け
る
原
子
炉
建
屋
出
入
り
用
二
重
扉
の
不

具
合
に
つ
い
て
公
表

10
月
６
日

７
日

８
日

11
日

12
日

13
日

17
日

18
日

19
日

24
日

25
日

27
日

11
月
９
・
10
日

11
日

14
日

15
日

21
日

22
日

29
日

12
月
５
日

６
日

色
は
東
京
電
力
の
動
き

色
は
行
政
の
動
き

　

国
主
催
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
、
さ
る

11
月
９
、
10
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
原
子
炉
の
主
蒸
気
配
管
か
ら
冷
却
水

が
漏
れ
、
緊
急
用
の
冷
却
水
を
送
る
ポ
ン
プ
も

次
々
と
停
止
し
て
、
炉
水
が
徐
々
に
減
少
し
、
炉

心
損
傷
、
放
射
能
の
放
出
の
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
会
で
は
、
委
員
が
柏
崎
市
役
所
、
刈
羽

村
役
場
、
対
策
本
部
と
な
る
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
、
地
域
の
避
難
訓
練
、
柏
崎
刈
羽
原
発
へ
と

手
分
け
し
て
視
察
参
加
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
住

民
の
目
線
で
原
子
力
防
災
計
画
が
本
当
に
機
能

す
る
か
を
点
検
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
２
日
目
終
了
後
原
子

力
広
報
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
訓
練
の
感
想
や

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
２
日
の
定
例
会
で
も
原
子
力
防

災
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
議
論
に
つ
い
て
は
今
回
の「
視
点
」

で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
原
発
に
賛
成
、
反
対
の

立
場
を
こ
え
て
多
く
の
市
民
、
村
民
の
皆
さ
ん

か
ら
自
分
の
こ
と
と
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
防
災
訓
練
を

機
会
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
こ
の
「
視
点
」
に
対

し
、
ご
意
見
や
投
稿
を
い
た
だ
け
た
ら
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
運
営
委
員　

Ｓ
）

みんなの広場みんなの広場みんなの広場

声

　今から17年前に、埼玉から嫁いできました。

柏崎に行くという話しをすると、親戚や友人

は「原発怖くない？」と必ず聞かれました。「大

丈夫だよ」と笑顔で答えていましたが、今同じことを聞かれたら「か

なり怖いよ」と答えます。あの頃は、関心がなかったわけではない

ですが、どこかで絶対に大丈夫という考えがあったのだと思います。

子どもが生まれ親になり、自分のことよりも子どもの未来を考える

ようになった時、「原発」を意識し始めました。遅いですが、気付

くことができて良かったと思っています。それからは、色々な方と

話しをする機会も増えました。原発に関する話し合いをしている中

で、生活経験や世代の違いなどから、お互いの価値観がぶつかり合

う時もありますが、こうしたギャップが生じることはある意味で不

可避の現象だと思います。自分と異なる価値観が存在することを認

めるのは、なかなか困難が多いことですが、話し合って分かり合え

ることもあります。互いが原発と共存しながら、日々の暮らしのあ

り方に幅を広げる好機とする努力を続けることは、今後の私の課題

です。

　「地域の会」は、原発の推進、批判的、中立というそれぞれの立

場でバランスよく構成されている点が素晴らしい。強要することで

はなく、一人一人の考えを大切に話し合い、認め合うことから何か

を見つけて行く会であって欲しいです。もっと沢山の方に会の存在

を知ってもらうためにも「視点」は大切なＰＲとなると思います。

若い世代には活字が多く、受け入れられ難いように感じています。

幅広い世代に受け入れられる広報誌であって欲しいです。

　先日、新聞でこんな記事を目にしました。

今のままのペースで人類が電気を使い続けたら、

石油は41年後、天然ガスは67年後には尽きてしまうという説があ

るそうです。この説で行けば、私たちの子供の世代でエネルギー資

源がなくなってしまいます。

　この状況を回避するために必要なのは原子力発電でしょうか？環

境に配慮した太陽光や風力発電でしょうか？原子力発電にも核廃棄

物の処理方法など課題は山積みのようですし、安全性に不安がある

ことは否めません。太陽光や風力発電には大量の電力を作り出すに

は課題が多すぎます。そこで今必要なのは『省エネルギー』ではな

いでしょうか。紹介された記事の中で小学生も同じような答えを出

していました。誰もが思いつく簡単に出来ること…でも、皆さんは

省エネルギーに努めていますか？私はというと、あまり自信があり

ませんでした。ただ、この記事をきっかけに少しずつ無駄な電気の

節約を始めてみました。普段つなぎっぱなしの家電製品のコンセン

トを抜く。電気をこまめに消す。とてもささいなことですが、１人

ではなく、家族全員で、地域全体で、日本全体で、世界全体でと広

がっていけば相当の節約になるはずです。記事に紹介されていた小

学生達も台所で勉強して自分の部屋の電気をつけないようにしたり、

誰もいない場所の電気を消して回ったりとの試みで、49人で448kW

／H、電気代で約１万300円分、CO２も159㎏の減となったそうで

す。こういった試算で数字が見えれば成果が見え、目標も立ち、日々

の節約の励みになるのではないでしょうか。

　今後、こういった教育が広まり一人一人が省エネに取り組む意識

が高まればと思います。その結果、エネルギー資源の節約、環境保

全につながり、そして原子力発電にも頼らないでいい日が来ること

を願い今日も電気を消して回ります。

柏崎市　増田　昌子さん

刈羽村　海津　里美さん

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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